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                                 育成会会長 三宅 隆志 

平素から子ども会活動に多大なるご理解とご協力

をいただき、誠にありがとうございます。 

 今年度、育成会会長を務めさせていただいており

ます三宅です。 

 保護者ならびに地域の皆さまにご支援とご協力を

いただきながら、この歴史ある田中野田子ども会を

引き継いでいきたいと考えています。 

さて、私たち家族がこの町内に引っ越してきて７

年、また子ども会に入会して６年になりますが、６

年前と現在の状況は随分と変わってきており、たく

さんの子ども達で溢れていた子ども会も現在では３

０名程度にまで減少し、町内にはたくさんの子ども

達が住んでいるものの、年々と子ども会離れが進ん

でいる状況にあります。 

 子ども会活動をしていく中で、確かに大変なこと

もありますが、得られる感動は何倍にもなって返っ

てきます。 

私自身、子ども達とソフトボールを中心に活動し

ていますが、「勝つことの喜び」、「負けることの悔し

さ」、「仲間を大切にすることの難しさ」を再び肌で

感じることができ、とても充実した日々を過ごして

います。 

子どもたちが「田中野田子ども会」に入って良か

ったと思える「こども会」、子ども達と共に保護者も

成長できる「育成会」を目指して行きますので、皆

さまのお力添えの程、よろしくお願い申し上げます。 

皆さまの力で活気ある「田中野田子ども会」、「田

中野田町内会」にしていきましょう。 

最後になりますが、子ども会を通じて地域の皆さ

まとたくさんの繋がりを持つことができ、大変感謝

しております。今後とも益々のご支援とご協力をお

願いし、挨拶とさせていただきます。 

 

 

  

 6 月 14 日（日）に御南小学校にて低学年球技大会（1 年生～3 年生対象）が行われました。この時期の行

事なので当日の天候とにらめっこしていましたが、子ども達の日頃の行いが良く球技大会日和となりました     

当日の球技は、ティーソフトボール 2 試合とドッヂビーをして親も子どもも一緒に盛り上がりました。ティ

ソフトボールは試合に備えて練習を 3 回実施し、経験のある子どもも初めての子どもも良いプレーが出来る

ように頑張って練習をして当日を迎えました。試合の結果は、2 試合全勝することが出来て子ども達の良い

笑顔がたくさん見れました！ やっぱり練習して勝つことが出来ると気持ち良いですね。楽しい 1 日を過ご

す事が出来ました！ 

 今年の田中野田チームの選手は 9 人でギリギリの人数でした。もっと多くの子ども達が参加してくれれば

もっと嬉しいのですがお誘いしても中々集まらないのが現実です。今の時代の所為にはしたくないのですが、

私が子どもの頃の家庭環境と今とではやはり違うのかもしれません。岡山市子ども会本部でも子ども会会員

数減少に歯止めをかけないといけないと言う事で新しくドッヂビーというスポーツを通じて子ども達の輪を

広げようとしています。                 

これからも田中野田ソフトボールチーム存続の為に一人でも 

多くの子ども達と一緒に過ごし大人も子どもも一緒に成長して 

いけたらと思います。小学校時代の貴重な経験になると思い 

ます。

 田中野田ソフトボールチームの応援宜しくお願い致します。 

育成会会長挨拶 

低学年球技大会開催 

 

ソフトボール監督 

      中村 孝輔 


